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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策や金融政策の効果を背景に企業収益や雇用情勢は

改善傾向にあり、景気は緩やかな回復基調が続いております。一方で、円安による物価上昇などで個人消費は回

復までには至っておらず、海外景気の下振れリスクもあり、先行きは不透明な状況となっております。 

印刷業界におきましても、ペーパーレス化に伴う需要の減少や同業者間の受注競争の激化による受注単価の下

落に加え、原材料価格の上昇もあり、引き続き厳しい経営環境にありました。 

このような環境下にあって当社は、創業80周年「進化の年」を会社方針としました。今期迎えた創業80周年を

機に、社員一人ひとりが、そして会社が進化しレベルアップすることにより今後も持続的に発展していく企業で

ありたい。そのような新たな進化のはじまりの年にしたいと考え、新たな事業展開を更に強化し、当社の強みで

ある総合力を活かした積極的な販促体制により業績向上に努めました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は37億40百万円（前年同期比5.1％増）、営業損失は

１億19百万円（前年同期は営業損失67百万円）、経常損失は50百万円（前年同期は経常損失33百万円）、親会社

株主に帰属する四半期純損失は24百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失15百万円）となりまし

た。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

①印刷事業 

一般商業印刷物の売上高は折込チラシなどが少し減少しましたが、主力製品であるカタログや会報などの

定期刊行物の増加により28億２百万円（前年同期比6.2％増）となりました。また、包装印刷物の売上高は

パッケージなどの増加により５億21百万円（前年同期比0.3％増）、出版印刷物の売上高は３億96百万円

（前年同期比4.4％増）、合計売上高は37億20百万円（前年同期比5.2％増）となりましたが、営業損失は１

億３百万円（前年同期は営業損失53百万円）となりました。 

②イベント事業 

売上高は官公庁等からのイベントが減少し22百万円（前年同期比31.5％減）、営業損失は16百万円（前年

同期は営業損失14百万円）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

（流動資産） 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べて78百万円減少して69億円とな

りました。これは、現金及び預金が３億76百万円、仕掛品が１億８百万円それぞれ増加しましたが、受取手形

及び売掛金が６億６百万円減少したこと等が主な要因であります。 

（固定資産） 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べて72百万円減少して110億31百

万円となりました。これは、投資有価証券が１億96百万円増加しましたが、機械装置及び運搬具が１億円、繰

延税金資産が74百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。 

（流動負債） 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べて２億47百万円減少して47億29

百万円となりました。これは、短期借入金が１億円増加しましたが、支払手形及び買掛金が１億25百万円、賞

与引当金が１億13百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。 

（固定負債） 

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べて３百万円減少して30億51百万

円となりました。これは、退職給付に係る負債が17百万円減少したこと等が主な要因であります。 

（純 資 産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べて１億円増加して101億50百万円

となりました。これは、利益剰余金が75百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金が１億59百万円増

加したこと等が主な要因であります。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、前回公表（平成27年５月15日

付）いたしました業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数

株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四

半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

該当事項はありません。 

 

 

サンメッセ株式会社（7883）平成28年３月期　第１四半期決算短信

－ 8 －




